
（１） 第101号 令和７年８月

　

去
る
６
月
27
日
、
７
月
の

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

強
調
月
間
」に
先
立
ち
、
村
内

６
ヶ
所
に
運
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る

の
ぼ
り
旗
22
本
を
設
置
し
ま

し
た
。

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」と
は
、
私
た
ち
み
ん
な
が

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
立
ち

直
り
に
つ
い
て
考
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
あ
わ
せ

て
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域

社
会
を
築
こ
う
と
い
う
全
国

的
な
運
動
で
す
。

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、
毎

日
の
よ
う
に
事
件
や
犯
罪
の

ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
が
、「
安
全
で
安
心
な
暮

ら
し
」
は
全
て
の
人
の
望
み

で
す
。
取
締
を
強
化
し
た
り

罪
を
犯
し
た
人
を
厳
し
く
罰

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
必
要

な
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
と
同

時
に
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た

人
が
、
そ
の
罪
を
償
い
立
ち

直
ろ
う
と
し
た
時
に
は
社
会

が
き
ち
ん
と
そ
の
人
を
受
け

入
れ
て
い
く
こ
と
。
そ
し
て

非
行
や
犯
罪
を
生
み
出
さ
な

い
家
庭
や
地
域
社
会
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
最
も
重
要
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

罪
を
償
い
立
ち
直
り
を
決

意
し
た
ひ
と
を
“
お
か
え

り
”
と
受
け
入
れ
、
決
し
て

あ
や
ま
ち
に
戻
さ
な
い
。
そ

の
よ
う
な
あ
た
た
か
い
ま
な

ざ
し
で
支
え
合
う
社
会
こ
そ

が
、
私
た
ち
の
安
心
で
安
全

な
暮
ら
し
に
つ
な
が
り
ま
す
。

 

“
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
”
は
、一
部
の
人
た
ち
だ
け

で
行
な
う
運
動
で
は
な
く
、

日
本
に
住
む
す
べ
て
の
人
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

「
自
分
に
何
が
で
き
る
か
？
」

を
考
え
、
取
り
組
ん
で
い
く

き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
全

国
各
地
で
運
動
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

村
内
の
保
護
司
は
次
の
３

名
の
方
々
で
す
。

◇
荒
嶽
　

優
美
　

様

　
　
　
　
　
　

(
湯
山
覚
井
)

◇
千
葉
　

弘
実
　

様(
里
坊
)

◇
山
中
　

美
智
代
　

様

　
　
　
　
　
　
　

(
古
屋
敷
)

今年は、水上駐在所の村﨑智成巡査長にもお手伝いして
いただきました。



（２） 第101号 令和７年８月

水上学園生徒との花苗植え交流

　６月１１日(水)、午前１０時よ

り「令和７年度上球磨３ヶ町村民

生委員・児童委員合同研修会」が

多良木町の新辰巳において開催さ

れ総勢６４名が参加されました。

　この研修は上球磨地区民生委

員・児童委員の融和と研鑽を深め

る為に毎年実施されています。

　研修では「民生委員と生活困窮者支援の連携について」と題して、熊本県社会福祉協

議会 地域福祉部 地域福祉課 専門員（兼）課長補佐 米田 進氏による講演があり、本村

の民生委員児童委員の皆さんも熱心に耳を傾けておられました。

　７月１７日(木)、岩野地区モニュメントパークにおいて水上学園５・６年生２１名と

岩野地区の民生児童委員４名による花の苗植えが行われました。

　花の苗は、水上学園で育てられ、民生児童委員の皆さんが生徒たちに声かけを行いな

がら、１本１本丁寧に約２３０本の苗を植えられました。

　民生児童委員は地域福祉を担うボランティアとして、今後も地域住民の方々との交流

などを通して活動していきたいと話されていました。



（３） 第101号 令和７年８月

　５月２９日（木）、水上村シルバー人材セ

ンター令和６年度通常総会が湯山石倉にて開

催されました。

　中嶽弘継理事長の挨拶のあと、議長に西野

弥九郎氏が選出され、令和６年度事業報告及

び収支決算、令和７年度事業計画及び収支予

算（案）等が提案され、いずれも原案どおり

承認されました。

　シルバー人材センターは、60歳以上の健康で働く意欲がある高齢者が｢自主・自立、

共働・共助｣の理念の下、長年培ってきた技能、能力を活かして、臨時的かつ短期的

な仕事で働くことを通じて、生きがいの創出や社会参加を目的とする組織です。

　水上村では現在 54名の方が会員に登録されています。

　家にいるだけじゃもったいない。あなたも水上村シルバー人材センターでお仕事

しませんか。

＜お問合せ・申込先＞

水上村シルバー人材センター

水上村大字岩野 2678番地（水上村社会福祉協議会内） 電話 44－0782

　退職して時間に余裕のできた方、

まだまだ仕事への意欲のある方など、仲間と楽しく仕事をしませんか。

剪定作業 除草作業

障子張替 買い物住居内外の掃除

仕
事
の
内
容
(※

一
部
で
す
)

農作業



（４） 第101号 令和７年８月

令和6年度  事 業 報 告令和6年度  事 業 報 告令和6年度  事 業 報 告

福祉活動推進事業福祉活動推進事業福祉活動推進事業
◆居宅介護支援事業（契約件数38件）
要介護の認定を受けた方の介護サービス
計画の作成や相談
支援を行いました。

◆訪問介護事業
　 （契約件数32件）

◆通所介護事業
　 （契約件数61件）

介護保険事業介護保険事業介護保険事業

◆居宅介護等（契約件数３件）
◆地域生活支援事業（契約件数５件）

障害福祉サービス事業障害福祉サービス事業障害福祉サービス事業
地域福祉権利擁護事業地域福祉権利擁護事業地域福祉権利擁護事業

判断能力の低下や日常生活に不安を抱えておられ
る方への福祉サービスの利用や日常的な金銭管理
等の支援。　　（契約者７件）

◆配食サービス事業（登録者６名）

介護予防事業（村受託事業）介護予防事業（村受託事業）介護予防事業（村受託事業）

◆金婚を祝う会開催（9組）

◆ダイヤモンド婚表彰（7組）

◆ふれあい会の開催
高齢者や障がいをお持ちの方の生きがい創出、孤独感の
解消、心身機能の維持向上を目的に開催。
地域のボランティアの方々
にもご協力いただきました。
各地区で延べ119回開催
1,298人(平均10人)

◆歳末見舞い品配布（78名）

◆しめ縄配布（109名）
※各単位老人クラブの役員さん
　に協力いただきました。

◆村内小中学校
　図書カード配布

共同募金配分金事業共同募金配分金事業共同募金配分金事業

村内の虚弱な高齢者に対して、一定
の期間居宅を提供し、介護支援機能、
交流機能を総合的に提供する（居室
7部屋）。（現在入居者２名）

生活支援ハウス運営事業
（村受託事業）

生活支援ハウス運営事業
（村受託事業）

生活支援ハウス運営事業
（村受託事業）

※以上、令和６年度に

　行いました一部事業

　について紹介

　いたします。



（５） 第101号 令和７年８月

財産目録総括表（法人全体） 貸借対照表総括表（法人全体）

令和6年度 決算報告（法人全体）
収入の部支出の部

（単位 ： 円）



支　出
500

収　入
500

支　出
18,500

収　入
18,500

収　入
114,027

支　出
114,027

（６） 第101号 令和７年８月

支出の部 収入の部

支出の部 収入の部

〇健康療養施設 「湯山温泉元湯」 運営事業

支出の部 収入の部

〇健康療養施設 「湯山温泉元湯」 内売店の運営事業

収益事業支出
300

事業区分間
繰入金支出
198

事業区分間
繰入金支出
198

事業区分間
繰入金支出
198

事業収入 500

（単位 ： 千円）

（単位 ： 千円）

人件費支出
5,788
人件費支出
5,788
人件費支出
5,788

事業費支出
12,407
事業費支出
12,407
事業費支出
12,407

負担金支出 40負担金支出 40負担金支出 40 予備費 265予備費 265予備費 265

その他の収入 1その他の収入 1その他の収入 1

受取利息 1受取利息 1受取利息 1

事業区分間
繰入金収入 198

事業収入
7,900
事業収入
7,900
事業収入
7,900

助成金収入
9,000
助成金収入
9,000
助成金収入
9,000

前期未支払
資金残高 1,400

（単位 ： 千円）

地域を支える事業
17,724

地域を支える事業
17,724

地域を支える事業
17,724 法人運営事業

20,766
法人運営事業
20,766
法人運営事業
20,766

高齢者等日常
生活支援事業
3,340

高齢者等日常
生活支援事業
3,340

高齢者等日常
生活支援事業
3,340

生活を支える事業
7,400

ボランティア活動の支援 310ボランティア活動の支援 310ボランティア活動の支援 310

介護保険等関連事業 ・
障害福祉サービス事業
64,487

介護保険等関連事業 ・
障害福祉サービス事業
64,487

介護保険等関連事業 ・
障害福祉サービス事業
64,487

会費収入 705

寄付金収入 1

事業収入
1,113

介護保険事業収入
61,388
介護保険事業収入
61,388
介護保険事業収入
61,388

前期末支払資金残高  5,855

共同募金配分金
収入 540

障害福祉サービス
事業等収入 1,352

生活支援ハウス事業
収入  423

受取利息配当金収入  28

その他の収入  537

事業支出 2

経常経費補助金収入
25,454
経常経費補助金収入
25,454
経常経費補助金収入
25,454

受託金収入
16,631
受託金収入
16,631
受託金収入
16,631



（７） 第101号 令和７年８月

　社協は、「誰もが安心して暮らすことができる福祉のまちづくり」を理念に掲げる民間福祉団体

です。住民、ボランティア、企業、福祉・医療関係者、行政等と連携しながらきめ細かい地域福祉

活動を展開します。

※主要事業◆高齢者等日常生活支援事業

事業名 内　　　　　　容

事業名 内　　　　　　容

ふれあい会

家に閉じこもりがちな高齢者や障がいのある方々の生きがいの創出、社会的孤立感の
解消、心身機能の維持向上を図ることを目的として、地域のボランティアの方々にも
参加いただき開催します。また、身近な地域において誰もが集える場として実施しま
す。

見守り活動支援事業

配食サービス事業

日常生活自立支援事業
（福祉サービス利用援助事業）

生活支援コーディネー

ター設置事業

子育て世帯訪問支援臨

時特例事業

公共交通空白地対策事業

社会活動への参加機会等が乏しく、日常的に人との関わりがない世帯に訪問介護員が
訪問し、生活管理や健康管理を行うことにより生活意欲の向上、認知機能の維持など
を図り高齢者等が安心して健やかに暮らせるように支援を行います。

一人暮らし高齢者等で配食サービス希望者に、毎週 1回お弁当を配達し、食の支援及
び利用者の健康状態と安否確認を目的に実施します。

判断能力が低下した高齢者や知的、精神障がいのある方に対し、生活支援員が定期的
に訪問し、安心して生活できるように支援を行います。

家事・育児等に対して不安・負担を抱えながら子育てを行う家庭に対して、訪問支援
員が居宅を訪問し、家庭が抱える不安や悩みを傾聴するとともに、家事・育児等の支
援を行います。

公共交通機関がない交通空白地域（川内地区）において、住民の移動手段を確保する
ことを目的として、多良木町までの路線を１日６便運行します。

地域支えあい推進員として、高齢者の生活支援・介護予防の基盤整備を推進していく
ことを目的とし、地域において、生活支援及び介護予防サービスの提供体制の構築に
向けたコーディネート機能を果たします。

寝台や車いすなどの介護機器を無料で貸出し在宅介護の支援を行います。

60歳以上のひとり暮らしの方、夫婦のみの世帯に属する方及び家族による援助を受ける
ことが困難な方であって、 高齢などのため独立して生活することに不安のある方が、 安
心して健康で明るい生活を送れるように、 介護支援機能、 居住機能及び交流機能を総合
的に提供することを目的に実施します。

高齢者に敬意と祝意を表し、長寿と生きがいの増進を図ります。
・福祉と文化のつどい事業　　　・金婚夫婦表彰事業（50周年）
・ダイヤモンド婚(60周年)　　　・ひとり金婚のつどい事業
・敬老祝い金支給事業（80歳30,000円、90歳50,000円）

福祉用具貸付事業

生活支援ハウス運営事業

敬老事業

健康増進スポーツ大会

誰でもが気軽に体育 ・スポーツ活動に親しむ機会を提供し、 もって共生社会の形成を目
指します。
・ 福祉団体グラウンドゴルフ大会
（水上村老人クラブ連合会、 水上村身体障害者福祉協議会、 水上村母子寡婦連合会合同
体育祭の開催）

◆生活を支える事業

心配ごと相談事業

生活福祉資金貸付事業

生活困窮者自立支援事業

広報活動

法律に関する専門的な相談を無料で受け付け、生活上の問題や住民間のトラブルなど
の解決を図り、村民が安定した生活が送れるように支援を行います。

熊本県社協が行う貸付制度で、低所得世帯や障がい者、高齢者世帯の経済的自立と生
活の安定を図るため、申請窓口として相談援助を行います。

生活困窮者の抱えている課題を分析し、そのニーズを把握すると共に、個々に応じた
自立支援計画を作成し、関係機関と連携調整を図りながら就労等各種支援を継続的に
行い、自立に向けた支援を行います。

社協活動や福祉に関する情報を村民の方々へお知らせいたします。
社協だより（年3回）、 ふれあい郵便 (年3回）

令和7年度  事 業 計 画令和7年度  事 業 計 画令和7年度  事 業 計 画



（８） 第101号 令和７年８月

◆障害福祉サービス

事業名 内　　　　　　容

居宅介護事業
訪問介護員が利用者の自宅を直接訪問して、入浴、排せつ及び食事等の介護、調理、
洗濯及び掃除等の家事並びに生活等に関する相談及び助言その他の生活全般にわたる
援助を行います。

同行援護事業

地域生活支援事業
（移動支援）

視覚障害により、移動に著しい困難を有する方に対し、外出時における同行支援並び
に移動に必要な情報を提供するとともに、移動の援護、その他外出する際の必要な援
助を行います。

屋外での移動が困難な方に対し、外出時における移動中の介護その他必要な援助を行
います。

◆地域を支える事業

事業名 内　　　　　　容

日本赤十字社　

　　　　　　　社資活動

赤十字の活動は、人道博愛の精神から、世界各地での救援活動はもとより国内での災害
救護、血液事業、医療活動、社会福祉事業などの活動が展開されています。このような赤
十字の活動は、みなさまからご協力いただいている社資により支えられておりその活動
費の確保に努めていきます。

赤い羽根共同募金

歳末助け合い運動

福祉団体等の支援

赤い羽根共同募金・歳末助け合い運動の募金活動を通して水上村の福祉の充実を図り
ます。
・赤い羽根共同募金 10月 1日から３月31日
・歳末たすけあい運動 12月 1日から 12月 31日

当事者団体等の事務局として活動を支援します。また、自主運営ができるように開催
行事やイベントなどへの送迎などのサポートを行います。

水上村民生委員協議会事務局・水上村老人クラブ連合会事務局・
水上村精神障がい者家族会事務局

事務局

活動助成金交付

その他

水上村英霊顕彰会・水上村身体障害者福祉協議会・水上村母子寡婦
連合会・水上村遺族会・水上村老人クラブ連合会（シルバーヘルパ
ー活動）

身体障害者等福祉年金支給事業
（台帳に登録されている方一人 5,000 円）

◆介護保険等関連事業 （在宅福祉サービス）

事業名 内　　　　　　容

居宅介護支援事業
居居宅サービス計画（ケアプラン）の作成、介護保険の給付管理業務、介護保険施設
への紹介などの介護支援サービスを提供します。

訪問介護事業

通所介護事業

訪問介護員が利用者の自宅を直接訪問して、入浴、排せつ、食事等の介助などの「身
体介護」や調理、洗濯、掃除等の家事といった「生活援助」を行います。
高齢者が自立した在宅生活を送るために生活をサポートします。

自宅での生活を続けていけるように、身体機能の維持・向上を目指し、機能訓練をし
たり、他者との交流を通して社会的孤立感の解消や認知症予防を図ります（日帰りサ
ービス）。
※桜寿苑では夕食サービスも提供します。

◆ボランティア活動の支援

事業名 内　　　　　　容

ワークキャンプ事業
村内の中学校生徒や一般住民を対象に、社会福祉への理解を深め、ボランティア活動
に参加するきっかけづくりや地域とのつながりを強めることを目的として実施します。

ボランティア協力校活動
支援

地域支えあいポイント事業

ボランティア協力校では、学童・生徒の頃から、幼少者・高齢者・障がい者等との交
流体験やワークキャンプなどの福祉体験活動を中心としたボランティア活動に取り組
むことで、子どもたちがさまざまな人々を自然に受け入れ、福祉への関心を育むこと
を目的に活動が展開されます。

村民の方々が、豊かな経験と知識、技能を活かした社会参加、地域貢献活動を通して、
高齢者等が住み慣れた地域で安心して生活できる地域社会づくりの構築を図ります。
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心配ごと相談日は毎月第２木曜日です

　熊本県弁護士会から派遣される弁護士が相談を受けます。

　多重債務や財産の相続・近隣とのトラブルなど、どんな小さな悩み事でも相談

してください。相談は無料で秘密は固く守られます。

　・相 談 日　　別表のとおりです。

　・相談時間　　午後１時～４時まで

　・相談場所　　水上村社会福祉協議会相談室（水上村保健センター内）

　・受　　付　　事前に予約して下さい。（社協事務局　TEL 44-0782）

８月１４日

１２月１１日

９月１１日

１月８日

１０月９日

２月１２日

１１月１３日

３月１２日

　フードドライブとは、ご家庭で眠っている不要な食品を提供してもらい、様々な理由で食

に困っている方々に提供する活動です。

　皆さんのご家庭に封を切らないまま保管されていたり、食べる予定のない食料品はありま

せんか？

　例えば、贈答品や買いすぎてしまったものなど。具体的には、植物油や調味料、乾麺、海苔などの乾

物、缶詰といった保存食です。

　近年において全国で問題となっている「食品ロス」の削減と食品の有効活用につながる活動です。

　持ち寄っていただいた食品は、水上村社会福祉協議会が支援を必要とする方々に提供します。

＜このような食品をお待ちしています。＞

賞味期限が１カ月以上先のもので、常温で保存できる未開封の食品

◆穀類………お米、麺類、小麦粉など　　　　　

◆調味料……みそ、しょうゆ、マヨネーズなど　

◆保存食品…缶詰、瓶詰など　　　　　　　　 

◆お菓子類…クッキー、せんべいなど　　　　 

◆インスタント食品、レトルト食品

◆飲料……ジュース、お茶など

◆飲料……ジュース、お茶など

◆その他…ふりかけ、お茶漬けなど

注意：アルコール類、自家製品（漬物など）、生活用品や衣服等の物品はお断りさせていただきます。

　　　なお、冷凍、冷蔵食品、日持ちする根菜類はお問い合わせください。

※持ち込み方法　直接、社会福祉協議会にお持ちいただくか、ご連絡いただければ受取りに伺います。

食

海苔など 乾

＜受付・問い合わせ先＞　　水上村社会福祉協議会（電話44-0782）

≪フードドライブにご協力ください≫
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付
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)

　４月２５日、地域貢献活動の一環として

国道３８８号沿線の一画の清掃活動を行い

ました。

　社会福祉協議会職員互助会では、毎年、

清掃活動を続けており、今後も様々なボラ

ンティア活動を通じて地域に貢献する取組

を行っていきます。

　５月２３日、岩野公民館にて公立

多良木病院の理学療法士 宮野竜輔氏

を講師として招き、互助会職員研修

会を行いました。研修では腰痛が起

こる原因や予防についての講演と腰

を強くするためのトレーニング方法

を教えて頂きました。
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